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１．準備 

通常、初期設定のままでは、回帰分析が

使えるようになっていません。以下の手

順で、回帰分析を使えるようにします。 

①「ファイル」タブ→「オプション」→

「アドイン」項目を開きます。 

②「設定」ボタン→「分析ツール」にチ

ェックを入れて、「OK」。 

 

これで、「データ」タブに、「データ分

析」というボタンが表示されます。 

 

 

２．単回帰分析 

「チキン売上.xlsx」というファイルを、開いて下さい。21号店を出店するときの参考に

するため、「商圏人口・店舗面積・宣伝費と、売上高のあいだに、相関関係があるのかど

うか」を、調べてみます。まずは、「商圏人口と売上高の相関関係」を、調べてみましょ

う。 

①「データ」タブ→「データ分析」で、

「回帰分析」を選択します。 

②「入力 Y範囲（結果となる方のデー

タ）」欄に、売上高のデータ E4～E23セ

ルを指定します。（入力欄をクリック→デ

ータ範囲をドラッグ で入力できます。） 

③同様に、「入力 X範囲（原因と想像して

いる方のデータ）」に、商圏人口のデータ

B4～B23セルを指定します。 

④「一覧の出力先」に、A25セルを指定

して、「OK」。 

  

回帰分析（１） 

「その日の気温や湿度と、ラーメンの売上は、関係があるか」というような関係性を、

「相関関係」といいます。回帰分析は、相関関係があるかないか、数学的に調べる方法

の１つ。数学的な「正しさ」とか「根拠」とかはザックリ省いて、相関関係があるのか

ないのか、エクセルで調べてみましょう。 
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右のような結果が、表示されました

か？ 

「重相関 R」の数値を、見てくださ

い。これは「相関係数」と呼ばれるも

ので、0～1の間の数値となります。一

般には、0.4以上で「相関関係がある」

と言え、0.7以上だと「強い相関関係がある」となります。 

今回の結果は約 0.76ですから、「商圏人口と売上高には、強い相関関係がある」となりま

す。 

 

［練習問題１］ 

（１）店舗面積と売上高のデータで単回帰分析をおこなって、結果を A50 セル以下に表

示して下さい。相関係数を、小数第２位までの数値で求めなさい。この２つのことがら

に、相関関係があると言えますか。 

（２）宣伝費と売上高のデータで単回帰分析をおこなって、結果を A75セル以下に表示

して下さい。相関係数を、小数第２位までの数値で求めなさい。この２つのことがらに、

相関関係があると言えますか。 

 

［解答１］ 

（１）相関係数＝0.19 店舗面積と売上高のあいだに、相関関係はないと言っていい。 

（２）相関係数＝0.58 宣伝費と売上高のあいだに、相関関係はあると言っていい。 

 

 

３．理論値 

今回の回帰分析（線形回帰分析といいます）では、原因データ Xと結果データ Yのあい

だに、「Y=aX＋b」という関係が成り立つという前提で分析しています。 

「Y＝aX＋b」覚えていますか？ 中学 2年生の数学で勉強する「１次関数」というもの

で、グラフにすると直線になります。aを「かたむき」、bを「切片」といいます。イヤな

こと思い出させちゃいましたか(^_^;) 

商圏人口と売上の回帰分析で得た、右の数値を見て下

さい。切片の係数にある約 12679が「切片 b」、X値 1

の係数にある約 611が「かたむき a」です。 

つまり、理論値は 

  売上高＝611×商圏人口＋12679 

で計算されます。 

 

商圏人口と売上高には強い相関関係があるのですから、もし 21号店の商圏人口が 3万人

だとしたら、 

  売上高＝611×30＋12679＝31009 

およそ 3100万円の売上高になると想像できるワケです。  



Excel093 

©特定非営利活動法人パソコンどーじょー  - 3 - 

F列に、商圏人口と売上高の相関関係をもとにした、売上高の理論値を入力したいと思い

ます。 

①F4セルに、理論値が計算されるような数式を、入力して下さい。

（「=$B$42*B4+$B$41」となります。「$」は絶対参照で、この数式を

ほかのセルにコピーしても、この部分は変わりません。） 

②F4セルをコピー→F5～F23セルに「数式として」貼り付けしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右図のような結果に、なりましたか？ 

 

 

［練習問題２］ 

（１）店舗面積と売上高の相関関係をもとにした売上高の理論値が、G列に計算されるよ

うにしたいと思います。G 列に、適切な数式を入力して下さい。 

（２）宣伝費と売上高の相関関係をもとにした売上高の理論値が、F列に計算されるよう

にしたいと思います。F列に、適切な数式を入力して下さい。 

 

［解答２］ 

G4セル→ =$B$67*C4+$B$66 

F4セル→ =$B$92*D4+$B$91 

と入力して、G4～F4セルを G5～F23セルに「数式

として」貼り付けします。 

右図のような結果になれば、OK。 
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４．散布図 

実際には、「商圏人口と売上高の関係」は、直線的ではないかもしれません。グラフを作

って、仮説が適切か、不十分ではないか、確認してみましょう。 

①商圏人口データ（B4～B23セル）・

売上高データ（E4～E23セル）・理論

値 1データ（F4～F23セル）を選択

→「挿入」タブ→「散布図」で「散布

図」を選択します。 

（複数の領域を選択するときは、Ctrl

キーを使います。） 

 

 

②右図のようなグラフになります。グラフを選

択して、「書式」タブ→「現在の選択範囲」を

「系列 2」（理論値データ）とし、「選択対象の

書式設定」。 

 

 

 

 

③「塗りつぶしと線」項目で、線は単

色とします。また、マーカーは塗りつ

ぶし・枠線ともなしにします。これ

で、理論値データのグラフは、直線に

なります。 

 

④下左図のようなグラフになりました

か？ 余裕があったら、各範囲の書式

設定を調整して、下右図のように見や

すくしてみましょう。 
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［練習問題３］ 

（１）店舗面積と売上高および理論値 2のデータをもとに、前ページのようなグラフを作

成して下さい。 

（２）宣伝費と売上高および理論値 3のデータをもとに、前ページのようなグラフを作成

して下さい。 

 

［解答３］ 

（１）   （２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


